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28.9.ユ0垂恐
I

､一一 従来の lindane気化方法 と全く異った創意によって作られた一新型 liTldano 気化器

･について lindaneの気イt:に開L層々臭額を宿った｡ 本宅置は Iindane_･ガ.Jl)ン溶液 ･

･を気化器に入れ そのE)金に充和した白金石綿の触媒作用にようてガ.).I)ンを極めて徐々 .

に酸化燃焼せしめ,その発熱によって -ll-ndaneを全然分解するととなく垂朱中に気イヒ発

散ませるものである｡Ii11dane の発散足はガ.)))ン中に於けるその遜度又はE)金の白金`

石綿の状態等Iとよって適宜調節することが出来る｡I

Lindan-Cガうによる役虫方法として,-~今 rl次の様

なものか行われている｡即ち (1日indancと適当な助

燃剤とを況合したも?を甘状に成型し,位相に際 して

一点火することによE)BJ.燃剤の燃焼熱を以って linda-nc

を銭化させる方法, (2)錠瓢 液剤等を蜘 放熱,

叉はEl働調節装把のある相即 別こよって気化させ.7JJ-_

･u:･｡(3)紺i･や布片に Iind:tneを流布し 臼.%温で絶

えず極めて泣かに気化させる方班,3'である｡その中.

.Lわが国では(1)の方弘が,･米国等では (2)の方法が力之

も多く行われている｡

･Liれ(h-peガスの人間に対する群山 こ関しては,jT=
椛なにとは助かでないが,F:l鼠に対する一時的凝自殺

串の50%致死故は125hlEr/kg(7)である｡叉 lindatJe

の室内位仙こ捺し 十分な殺虫効刀工を上げ.且つ八番

に恕臼な托堺 として米国で公認(2)されている弘は.

lrJ,000-20,000ft,の窒 rF'11でlE]当L)]gの'.(.'Il合で -

ある｡ J ､

Lind'.lile の逗田気化による殺虫効月ミに関 しては,

Alo(,rc一等 の 及び Swce.tmTul等 川 の家別 ､E<に於

けるイILバェの駆除実験があるが,何れも'W絡欠を組
Trjも家解には何らのFiiifT作川も認めていない.又Fultorl

等(sJは気化器と他の方法との比較試駅をイエバェで行

っているoその他 MoQre等の､シミ̀6'&びゴキ7●リt7'
蝕びに河野(R仏 教柾の貯殻告虫に対する殺虫試験があ

る｡又杜ili目的に似7ほ れる蓮酔 いの iindtlneガス

､ の･先物に吸収される出'D)･三･'･rjlJ飼-1fajJT物l_=及ぼすL･tZ
押 (101り~･q･:に田しても和々の災験が行われているが,

書林耶光た行tyに当I).穴T.tlll教授,大yT･助拙技から

は仰脚洋と御下郎紬 ,又不〝】王n(hnc支(化若菜〝の発駅
乳 大阪化成椎式台杜々F<lZlnldt.･代からは印は助を

いたL･いi:滋に耶 け る｡ホ掛 こ対 してはH,寓
A..独,伯の五ケ血こ特許tBm中である｡

′

′ ､

上記の米国に於ける灸恐く℡)の駁狩琉内七は析んど宍ELl･

は認められない｡

∴Lindaneガスは,上述の様に瞳めて微丑で,従来

の殺虫剤に見られなかった強力な殺虫力を戻すA.;,杏

日までの多くの lin(hnc気化方法は次の様な粒々の

欠点を持っている｡-即ち /

(1)の方法は･li't化温肢が市過ぎるわめに lindane

が部分的に卿 riを起し,不埠臭を発散 し.多立に吸入

する時は卿 LS等を削 -ことがきるo

(2)の方淡のIf･Tm;Rを川いるものでは気化温姥が高

いためにllindtlnCの知 らが一時的であって,長時間ヽ
連続 してガスを発生し育三ZないO'又何れも気化に電熱を

用いるために,I:,F,'にI'江湖を必要とする｡

､(3)の方法は,苑故Tii･が徴丑に過ぎて,広い望内の

殺虫には不充分である｡

署者は従来のこれら.の lin(l･lneの気化方法と全 く

異った創意によって作られた-新型 Iindane気化器

を入手したので{これを仙 一七 lindaneの射 ヒに関

し砧 々実験を行ったOその結ガミ大体実仙こ供 しうろ粂

rr･を決め得たので,改fiすべき/点も多々あるが 矧 こ

一･LuT刊(irH.て.大-JJ-.Q)5,7紺 の批判を細く'次節である｡

木g!空知こ川いたJJ'n(!.lnCの/̂t化-jJ･班は,ユin(hnCの

ガ.).)yi･T･,瀧 を期 灸のL.･雅に方･汁 対 ヒ捌 こ入れ.その口

金に充寅 したに煉 れt.･Fは 立aLでガソ1)ソを磁めて徐々

tJ=燃焼せしめ,JそのF,'.1の光熱 こよt,)t(LtHのlindaneを

巷気中に気化発散させるものである｡その際･1indanさ

は全然分解すずに.長喝矧 こ正 ･')領気.卜へ発散 し,殺

))'n(hncの濃旺により,又口金巾の白金石綿の状態に

よって誼tlt調節する邦がLtl来る｡この様に_して;例え

ば h･420,"-(hnc ガソ叫 旭 墾 轟 ～10時間
迂朋気化せしめ71 家庭に於で8-10鼎敦日本間の晩

_ _̀ ヽ
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蚊等を駆除することがLu来長｡

実 験 器 具 -: 実 験

押立に便利なために Fig.1に示す様な小型ガラス

許を用いて実政を行?た｡ 木器 (A)の軍丑は 20-
23g,内容は約 25ccで,これに脱脂綿 5gをつめた..'

ガソリンを燃焼させる口金 (B)は Fig･2_､の棟な

B-a,B-h,王トC3種のR.った型のものを試験L七み

た.'叉口金からの厳の伝導をよくして lindan91_の気

化を助けるために加熱補助金具･(C)を脱脂綿 と七 金 一 ･′

との糊においた｡これは.Fig.3に戻す様なニクロム

税の蛸旋輪 (C-a).又は筋状金網.(CTh)を用いた｡

El金石約は,長暇経,上質や石綿 0･9gを 5% 塩化

白金矧拝液 1･25gに浸流 し,･1950-で乾燥 して得た白一′

金合出 1･73% のもやである｡これを-#分細かくほぐ

して希口金に 0.2g宛詰め.宗州から金網で押えた｡

但 し口金 B-C.は図示する様な鉱蛇の問に同様な白金 ~

石約0･1gを入れ,金網で押えたものである｡かよう ー

にした岩違(A)に 10g の lind?neガソリン浴液を琵 ~＼

入 し丈:｡

^ -.IC-_A C-hFtq.1･ Fk3_･J-･I

F･'.:･-1f:.･-.i FL･･T.;i･-I:･･l･ Fや

BJ A,I BJ

Flg･2･､′

-_L u c功 -＼

:･これの点火は.口金上にガ･JI)ン溶液を1瀞 して

マッチ火を接近させる｡初め焔を上げて燃えるが間 も

な く焔は消え,白金石綿が部分的に赤熱さ才Iる｡その

後はや金石綿の触媒作触 手より,･混和な燃焼力軍 叫問

に亘って続く｡

Z.indaneのガリ1)シ溶液

L-indaneは mp112-112.50,無臭のものを月Jtした｡て

又溶剤のガソリンは]-'ム工鄭 3のものを分溜 して,次 _

P6 /

ニー~__■-

18番-IV

の様な瓢点組成を持っているものを用いた｡

沸点 50-750 75-900 90-1000 100-1100
% 0.4 1.5 3.4 36.6

110～1200 120～1300 130～1400
21.5 27.2 9.4

点火を容易iこするために 15% (wt.)の n-hexane

(bp690)を況杵lした｡

この方ソt)ソにIindaneを溶解 L o.2,0.4及び

0･8%(､vt･)､の3畦顎の沿液を夫k作った｡但し特別 一

な場合にのみ 1.6叉は 3.12%(wt.)の様な高竣姥のも

のも供試 した｡

溶剤 としてほ上記沸点組成のガソー･)y以外に2う,の
ものを検討 し丈｡即ち n-hexane のみを用いたもの一

は∫その排点が恥 ､ため,衰成立が大や点火時に焔を

上げて燃え,目的とする泣和な触媒的然銃には適 しな

かった｡叉喝曙を恥 ､た場合には,.その分解生成物に

基 く刺戟如 短 く',郵批 不適当であると卿 )れた｡I

Lindane気化畳の測定 l■

一定時間内に気化 した･̀lindaneの比は,燃焼終7

校,古 内 の脱脂綿 を ether抽 LuL,拙Luされ た

lin.daneを alkali分解 して triとhlorobcnzcncと.し

迩離 した塩酸を.Volhard法で定放して拭田 linda'nc

の丑を知ること(lD)こよっ七決めた｡

'即ち本鈍化符を一定鵡間伐q]した後.哲違内の脱脂的

を攻u Lで或田1indtaneを Soxhlet､地山粁 ご3打即日

ether抽出する｡Etherを除き,MeOH5ccと1N-

MC?ⅠトKOH5ccを加えて,汝浴上で 30分ILLJ逆流.

煮沸 した筏,2N-IiNQ33ccと水.75cc を加えて根

性にす■る｡放冷後 nitrol'enzene5cc,次いで N/lot

AgN.03を加えて AgClを生成させる｡ 鉄明菜の

､飽和桁淡 を指京菜 と し七 N/101KSCN で過剰の

A声N03を滴定 L AgFl生成に消出された AgN03
の丑を知る｡計井によって残留 1indaneLiを決め.

初めに入れた lindan占丑 との差を気化した IindAnc

出 とした｡.

･､ガリt)ンの燃焼丘

口金 B-a,拭凱金具なしで,n-hexane1̀5% を況

合 した上記轡点組成のガソ1)./を,軌統一た切付の7E

出を 3O分毎に測 り,燃焼時問とガソリンの誼iii変化

.~の開床を求めた (Table1.).最初の30分は点火の際

燃焼丑不均一なために滅股立が約不塊別であった｡

/Table1.は実験例の一つであって,同二の口金で

も個々の場合多少はずれがあったO

ガリl)ン溶液中の Z.indaneの気化畳

一定ゾリン浴液巾の linganも の対 ヒ率を矢妙 ために･

次の様な実験をした｡即ち3校の口金 B-a,B-b,BIG

と椛飢金具ニクロム扱螺旋輸入,金網入及び抑助企jL.

な しの揚合を柾々組合せた気化路をj71な し,これ妄執こ
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T.llIlcl1.

73urntlossofg.15()ljncTtTrcl･CTytllirty
himltCSafterll'frhting.

Time 7くcsi(!uご11
∫.lSOIine

(tr血.) (g.)

0 ･10
.t30 7.33

6() 4･70
00 2.3.,I)

ー120 0.79

1.-)0- '0.67

Ilurnt
fr.lSOlfnc

(g.)

0

2.67
2.63
2.35
1.56･

0.1:～

Total
Mc;1nburntloss

(lVt./hr.)

■

常に-ER放 10gの 0.2,0.4及び 0.8アo/lindaneガ

ソ･)ン桁淡を托入-して,-定時防燃炊按四田iiildnnc

-_出を測定 した｡ その結-米は TaTJIe2.の横である｡

この結光の検討から上記の紬介せ 中如何なるものが叔

も Iindancの鈍化*･がよいかを知った.即ち

1.口金による銭化坤の朋TIJは rH)がHt･もよく.

次いで Ⅰト･1及び 1トCのJ脚 であった｡ ,.

I2.抑肌金Jtによる気化邸のJIBlrYはニクtl.̂畔御 舟

が粒もよく.次いで補助金苑なしであって.金網を入 .

れたものは却って気化率が托下 した｡

.1.従って口金 11-hと祁助金具ニクt,仏螺旋約と

の紬かせが lindanc 銭化率Fl茄であって,この場合

の 10g燃焼時mlは3.5時T7rllであった｡

4.Lindane氾姥がTrTくなる田丸化坤が満ちた｡＼
節4顎の壬i快 を更に-EL.m孤児の Iin(hne●の牧合

に就いて確認するために 】lnd.1ncの兄化邸の茄i･もよ

い条件-(一口金 Il-h,ニクpム螺旋輪)をmいて 0･2%.

から3.2,oiまでのT'枝折の Iindarleガソ.)y溶液を

燃焼した筏,上と同伴に印田 lindane忠を測定した｡

その結果は TTa7)lC3の鎚である｡

ここに切かな掛 こHndane濃度 が増すに従って気

TabIe2.

V毒('rizationpercentageofユin(hncingasolinesolutJ･on.lt､･ariousconditions.

Ⅴ;lPOriz.ltion C()nc.of Charged
promoting lindanc ユin(lane
mctal % mg.

Nichrornering

Troilnet

None 1 0g;:1

Nichromering

lronnet

Nonc_

Nichromcring

.∫ronnet

‡.S;書

(.8:'書

Hg;書

‡3':書

‡呂;≡

None - (≡:.≡

VaporizerlJjn(hnc Residual lindane

mg. ,Qo/ ma. %

Caprl-;II

20.00 1(;.08 80.38
40.00 18.50 4(;.2i-J
80.00 30.82 38..rj3

20.00 13.22 66.10
40.00_ 16.52 ･41.28
80.00 16.03 20.04.

20.00 -- 12.32 61.{)R
40.00 20.44 [)1.0!1
80.00 _I 27.28 34.1O

ICaplH) ､
20.00･ -15.35 76.7(;
40.00 ー 29.76 -74.40
80.00 52.11 65.13

20.00. 16.81 77:36
40.00 17.34 50.79
80.00 27.85 34.811
20.00 16.47 8l1.47
40.00 :JO.i)3 77.32
80.00 36.:3L'7 4;-).44

C.lplトC

20.00 fJ.88 4!).03
40.Ot) 8.81 23.28
i;O.OO 9.83 12.2U

20.00 6.35 31.72
40.00 3.75 9.38
80.00 9.86 12.32

20.00 _ :12.38 I 6 1.90
40.OO 16.13 40.32
80.00 .ll.31 14.14

L3.92y 19.62
21.50 53.75
49.18 61.'47

6.78 33.90
.23.48 58.72
631.98 79.96

7.68 38.42
-19.56 - 48.91
.52.72 65.90

4.65 23.24

10.24' 25.60
27.89 .34.83

3.19 22.64
2:2.66 4!1.21

'()17.1rJ tL-J.1!J

3.[;) . I17..RLl
!J.07 2P..).rJtq
43.(芯 54.5(5

10.12 TJO.!J7
.'Jl.19 70.72
70.17 87.71

3.65 68.28
36.25 90.62
70.ユ4 87.68

7.62~ 38.10
23.87 59.68
68.69 85.86

Inthcsccxpcrimcntsthecombustioncontinuedイor;thout3.tH10urSine.1Sethatlino.lnC

v.lPOrizedwell,ah'tfornT'o叫 74.5hoursinc.lSeOfrnodemtcv.lPOrizTLtioT!,

7.･77
■■一 ●
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Tal)le3.

ResiduallindanQPercentageatVariouslindane
concentrations.

ち;･'nn.Tinocf 態 dragneed､.Ivaporizedlindilne′ -Residuallindaqe.
･ ,Q4'･ mg･ I- n7g･ ･～/% ･･ mg･ %

0･2 20 ･･ 15･35 76･･76′ . -4･65 23･24
0.･1 40 29.76 74.40 10.24 .25.60

0･8 - 89 '52･11 65･13 - 27･89 34･83
1.6 160 52.46 -.32.79 - 107.54 67.21
3.2 320 ､':∴ 71.19 22.25 -.213.81 ⊥77.7rJ

化判 まLi'#ち右前 気化の絶対故は少しづつは増加する｡

このf屯の気化器の実際使用の場合には,拭留してい

7拙 射 ヒlinddne,'の上に,軍に新 しい lindan再拝液

を加えて迎杭仇TTJする様なことになると考えられ 声の

で,宕諒内のlindane潰蛇が高くな E),次節にlindape

が諮Llほ れると冨う懸念がある｡そこで新たにlindane

r(L;淡を加えつつ巡航班1目して lindanerCt)拭紹丑をL

らべてみた.Lこの場合の燃堤条件は上記の実験と同様

で,n佃 li-7),約助金IT..ニ クロム暖捉輪を用いた｡

O･8アo'】jJld;一nC 桝液を 10gづつ追加して連院鮫窮さ

せた｡その結月三は Table4.の様である｡

､ Table4.

]くcsi(lll･'111indar･cafter､repeatedcomlJustions.

No･oErepclltCd To.tdlofcharged .Residual
ぐ川11hustif)∩ lindaue lindane

･l
q
一

.

J

<

nC

mBRbr● :Tl,?;4
16O 1 75.84
320 ~11[).35
64lJ 264.37

これでUJかな様に迂杭蚊Llけ るとFFA'i次llindaneが器

内に措h'iLでくることがわかるo以上は尊に一丁例を元

＼したにすぎず.廃 除に多くの場合に於ては次に比べる一

枝な矧Ijによって,.ノ日金に於ける燃焼状態が必ずしも

Jjiiではなし､｡即ち白金石綿が点火按次紬 二回化し

IZJ飲 似 1JrlA.1数を7Ttねると共に機械的状態が変ってくる｡

文化LtFILtJな触媒能も低下する｡従って宍川に際しては ･

ビyセット等で白金石鯛を引山し卿 戊的条件をよくす

れば,燃塊状態を或程腔よくして白金石綿の性能を‥

長い期間に亘って作持せしめること

か山来るO例えばこの様な抜作をす ､

る与とlこよって,8回連続燃焼の場

合でも拭田11indaneTuiL;モ74･681ng
であり,･巽熟 ここの操作を-R分に行 ■'

った場合に興 銀16回連続甑嘩 さ
せた後でも5S･2坤gの戎RT泊であ

った｡ ､

白金石綿中の白金濃蛇の増加によ

って点火が容易になをか,城 は ′

･li_ndane/の射 ヒ状態がどの様に変るかと言う.ことを調

べてみた｡即ち従軍の白金培壁 (̀1.73,../)の 2舵止

I(3･,46%)の白金を含む自由 綿を用tlで,-上述キ同

じ様に■口金､Ii17', ニ クロム螺旋輸似 f]で燃焼状態を

蹴解 した｡その結風 土Table5.に示す通t)で,仁i金
濃度の増加によっそ点火は容易になtJ,燃焼状態も陀

盛になった｡I. '
■

･ 結 論 ヽ

初めに述べた枝に,､米国に放ける公認(2)の3,J.内故山

に比JHする 1indane気化取払 ま･頭 ooo⊥20,000ft3

の茎問でlEl当E)1gであるが,この比糾こよってわ

が詞の岩内での似 T]限界を井出すれば,Iヽ
示す様な数仙 こなる｡

〟
Tat)1e6. -

Limit品g一九m｡unt｡fvap｡ri去ed
Japanesirooms.

`No.Uf Volumeof
JapaneSemこtt ･ loom

13×6Lt2 Lt3

6 864(9×12×8)
8 .1296(12×12×9)
10 - 1800(15×12×10)

TaIJle(i.に

ノ/.

:lin°.lnC＼in

V.lpOrizcd､
lindanc

mg./llr.I

1.8-2.4
2.7-3.ti
3.8～5.O

さて上言亡リ)実験結刀王から明かな矧 こ木気化旨諒を戊当一

な条件で仕nは ると10･2% lindan?桁硬を用いるとI
1時間に 4.5mg の lindaneが気化するわけであり,

o･4%1'y(lt液ならば 8･7k ,,叉 0･8%Jnj液であれは
115.2m女 のlindaneが末々気化するわけである.従

って本音諒の適当な大きさのものを佐用し,~口金の白金

石綿の状態や佐用 ユind?ne濃壁を加班することによ

TalJle5.

Conlparisonoftheamountofvaporizedlinda■neat■
いvophtinum con.ccntmtioninplatinum-asbestos･･′-

完onndFa･n-tc'finCop7霊 吉et'tt.svapori乏edundane

ア.I . ,Qo'

乙:2･ .日 .･手3G

o･4 ･(.雪:莞

O･d ∫( 31:Li36

1:StS ､

mg . %
17.41 '87.05
15.36 .76.76
31.60 79.00
2LJ..7(-) 74.40
62.10_ 78.日1
47.36 59.70

ノ

lミesiduallindane

mg. dI
'ー2..I:jD 12.9.-7

4.64 23..24

8.40 ー21.00
-10.24 2百.61).

17.90 21.0こ;
30.80 40.80

1
＼

って,任意な必要立の lindan,eをt

間断なく相当長時間に宜Y)室内に気

化させることが埠来る0才研くL.て婆
する!こ,人体に何らの危険もなしに

盗内の軸 は 簡単に駆除す声ことが /
LtJ乗るわけである｡

､突沸には Fig.1.の器の約 2liiY･

内容.O器を位叩け ると便利である｡.

この器では大体8-10時fTlr.こ亘って,

1時間当t'上声己ゐ必熟 こL.て充分を
I

Eil

I
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TLtの linE'!.lnCを卿 ヒさせろことが川黙る｡又.米韓

取 去温Tl',I.内の帥物のtLTT山耶除に1,用いられる｡

文一 W ･

(l) Lehm.ln-,A.∫.;J.lh)77.1･:nL42(1tJjg).

(i)) TntcrEl叩.lrtmCnhlComm王ttcc t)n Pest

Control;J.I･:con.hln,I.44,1027(1!).-Jl)∴

(:り M(,ore,S.ⅠH.et..ll.;J.冗con.Ent.44,7:il

(1t).-)1).

(4)､S､veetman,fT.L:t■et.al.;J.Ecoln-.Ent.44,
112(】951)..

(5) Fulton,R.A.et.al.;T.冗con.Ent.45,540

■′

(10.-)2).

(6) Moore,S.TIl.もー.;ll.;7.Ec'on.､Ent.44,770

~ (lP･-)I).

-(7) Nor)re,S.III.占t.nl.,･T.F_con.F_nt.､45,655-I
(ltJ･')'1).∫

(8) JIono,T･;notyu-Kagaku17,1･,I,3(1.952):

(EJ).H en.q川,G.S.et.al.;Soap.Nor.119′

(1!JT)2).
(10) Moorc,S.ⅠIT.;J.Econt.Ent.45,1092(1952).

(ll) Schulze,F･;T･L･:con･F･.nt･45,1004(1952)･

('12) LaChir,J.B.;Aml.Chcm.20,241(1949).
/

TntlbstigationsELlere〟,Ode?,EVat,Oyig〝lionollllhda,ZeWZ'11117Le′,ESe0/'atype0/lil'dn"e

vaporz'.-erbasedonacompletelynewidea.Zn7hisexpcyz･mentgasolinesoIILtZ'0''OfZilZdanealas

:I:arlg,t,3cZ'::datthieona:,?,aor,芸 :aotri〝:I::_0:sic:tl崇iac::';霊 ',I,:et:霊 ′:':EdV,C,,reyL oZnye望 ,I;Llee ノ

sol,;E,lo".alasyヤori～～ed/0,てJonyho"rswitl10,Ltdecom.Posiiio-nbyuleてOmb･LSE;oTheatOfuLe,
gasoll'ne.Tfld'amozL77tOfvafOrZ'ZedZindanemaybelegF'laEedproperlybyLJL占Mr''aEion-0/LFLC,

concelttratl'onofZinJaTleintile･sOZTLtioIZando/

･Ⅴ･lriousmやthodsarekl】0､Vn tod;ly.7)yWhich

lindLlneisyaporizedforinsectcontrol,.1nQthey

mayroughly■I)echssはedasfolloIYS:(1)V.lPOrjz,ll

､tion])yheatofcoml)'ustionofBornec(血7)ustihles-

mixtedwithlind･lne,(2)V.lpOrizntionoftLlhletl l
L~orso]ution･oflindanehy theaidofelectric■

I)u17)orIIutOm.ltica11y･controlledelectricheater,.

(3) extremely slo､V continuoヮS ,叩 Orizntion

wJ'thoutheating fr()m thesurfaec､ofptlper(汁
I

clothstm'plTTlpregmtCdlVithlindane..Ofthese

rr.ethods,(1)isgcnemllyuscrlin､Jar.lnand

(2)inU.S.A∴

With respectto toxic､exposure to ljndane

)Inhalationin termsof-hum.lnhealthhazards,
therearca felV clinicalevidcnccs.Butthe

mcdJhnletImldosageag･linstmtlhyacute.or｡l

adrninistmtion is 125mg･/kg･'1日 n U.S･､̂･/
t】-crecogm'zed maxJ'mllm.amountbfvLIPOTizcd1
lindane(!)tobellSed in theroom forinsect

controlis1gmm per1.･'J,000･20,000mJhicfeet

per24hours･. yヽhichisnon-to･Yic､tomm-and

mnmm.lls､vhilcgil･ing.lnCfrectJ'YCCOntJbltoa

ntJrnhcrofinsectpe.qt.S.

'ATnnystudieso'nin6C(.tiぐi(hlcLTectoflinda7]e

.lthincdthroll.trhtJleuseOIcontJ'ntlOuSV:lPOri-

2･ltionprocedure Zlm･Chccnrcportc(II)yset,eml

inyeStJ'gLltOr･S･･Mo｡rcct ;17.(り)reporte(Ith.lt

g･"(IhG〃S,/Iy ぐ(･ntlols､vereol,t･lincdin=･lttlc･

＼

theconditiono/I,loll.nt…-asbestosi"tlLeCaP･

bnrns.i'ndthTLtnOdetrimcnhlcLTccttothec.lttlcs

were det占ctcd inctlChcがe. Fultoriet;tl.(5)

studiedtherehtil･eefBcicncyofscvcmlmethTods･

of･lpplyinglindLlneto わ _1LSC/Zy･M(,orectal･

cam'cdoutthetestsusinqrtl.ct･.lpOrizedlindan占■

ag.linstthysL7n-けalW(爪)tin(いbL7Ches(7),andKono(8)

;tgainst■seveml-spccicsofinsectsof stored ･

Produets.Sevemlte_sts'ヽヽ･crc con(Iuctcd With

iefcrcncctoal,sorptionT,y Eoof7S里 ndcfrecton

thedomesticcre･ltllreSfl0･Il'ofYap.orizedlindan?'
hut Within the,tl]"VC一mentiopcd recoLq'nized

rm写irnurnamountlittleilトeLTecthasI,een_noted･
′ l

LindaneYap()rhssuch;IStrong insecticidal

activityas-(lescril)edahovc.Many▲devicesfor､
′

mpOrizinqlihdaneup to (hteare.notsユtis-

1.lCtOryinscl･emlr'cspects, (I)O tying toso

mtJCh hJ'F:h temper;ltllre, lin(hnc js I).1rtinlly

decomposed･lnLlemitsa｡01'icctron･17'!eod̀m n(I
,wheninsplredin′exccssitcauseshelld.lChe.;ln(I

o_thers･(2)In-casetheelectricJl'trll',isuse-a,∫
lindaneis-vaporiをedwithinashortti血eby√highI

temperature･Ini)othcasesofelectriLl),ulI)and
he.ltCr,electricsourcehastobeprovidedfor ＼

hc.lting.(3)Theamountoffvaporizedノlindane

∫ron thesurfateofp,lPerorClothlatloom

tcmPcmturcisso;mailthatitisnot̀suLficient

forinsectcontrolinthespaciousroom.

The.lllthor.S tu d i edthel･LIPorizati｡n｡flin°.ln去 ､
I!2
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byusinganew typ.eoflindanevapor,izer])ased ､･

onanideapcdmple_telydifferentfrom foregoing

devices;Ⅰnthisexperim/entgasolinesolutionof

lindane-､vaschargedintot毎 appよratus(shown.′
inーFig.1)forvaporization.The･gasolinelraS

burntI,?ry Slowly 7)y theeat?lytic'oxydation

throughplatinum-as-)estospackedin･themetal一=

cap(shownJinFig･2),-andthelipdaneinsolution

JVaSVaporizedformanyhourslVithoutdecom-

positionl!ythecombustionheatofthegasolille.

Tl-e.lmOuntOfvaporizedlindanemayberegul,Tlted

properlyhy thevariationoftheconcentration

oflindaneinthesolutionandofthecondition

ofphtinum-asbestosinthecap.′

F(･rinstance,lVhen2i-JgralでSOf0.4%solution

oflindaneing.asolinewereappliedinthelJ300

toュ,SOOcubicfeeりapaneserpoms-Ithecom-)ustionヽ
Continuedfor8-10hourrs′andfliesandmosquitos

wereeffectivelycontrolled.-

･ Experjmental

,Appar且ttlS∴

Sm;Illgbssbottles(A)asshowninFig.1,

20-23grams-in weightand about25cc.･in

volumc'weTPused,insideofWhichwaspLTCkcd
lVith6gramsOfabsorbentcotton.ThreediLrerent

types_0-I capsfortheeomhustion,IB-a,B-h

and lトcas･shoIVn-in Fig.2~lVCTCーused for

丁､ _

1̀8巻-ⅠⅤ

tVerelitpartially･Afterwards1,ythecatalytic
actionoftheplatinum-asbestosmildcombustioII

continuedforseγeralhours･
Gasolinesohtionof,lindane

ThelindahefortheexperimentslVaSOdorless･

andmeltedat112-112.50(uncor.).The.gasoline.

usedasthe､solventwascomposedoLfollowing I

fractions.

Rp.'串0-760 75-900 90-100o loll-1100･
% ､0.4㌧ 1.5 .3.4 36.6

110-120crー120-1300 130-1400
.21.5 ′ 27.2 9.4

ー■

Further-more,tothisgasolinewas′added1.I:1,0./

(W-t.)()inJ-hexane(bp.690)tomakethelighting

eaSy･

Thi･ee･kindsofsdlutjonscontaining0.2,0.4

and 0.8% ofliPdane(wt.)respe'ctivcly'､､･erc

･ prepared lyithabove,solvent.Thesolutions-of

higherconcentrationcontai_ming 1.6and3.2形ヽヽ■
I. oflindanerespectivelylyereusedonlyinsl)Cehl

Cases.

Two kindsof solventsother′'tllan a7)ovc一

mentionedsolventlVeretcsted･'Ofthese;D-hcmnC

alonclvasnotpropertOmildcatalyticcornhustion

asitevaporated somuchandlVaSburntlVith

～i:::

cxp.erimen_ts･BetwccntfきeCapandtheabsorbent

cotton,nichrdme､virc:ring C-aorcylindrical--

iron..net(C-b) was inserted to.p'romotethet
vaporization()flindane. The Contentof the

phtihum-asbestos.w as 1.73% w h-ichwasobtained

by(りppingO･5gram oflong-丘bered_andstlPer-

qualJlll'cdasbestos in ,1･25 gfamS Of-5%

chloroJ)1;ttinicacid soltltion, andbydryingit

ntlOL30.Zeropoint tlVOgmm OflVClllooscncd

ashcstosll'.lSPacked insideof eachcapandheld

uphylrOngauZe･ In the raf; B-C,however,

0･lgramoftheph tinum-ash'estos,waspacked

inthespaceformedby the cPpperwireand

heldupaslVell､hy叫eirongauzeassholVnin

Fig.2.rntota6hoftheselJottles10gmmsof-
gasolinesolutionlVereCllarged.

-Tolightthecapof-thisapparatusIOn_edrop
ofthelindanegasolinesolutionwas;tddcdonthe

_cap.WithmatchLirethegasolinelVaSburnt

with.flameatthebegining･hut･inashoretime,

theLhmedisappeared-andthepl_qtinum-LIS-)eStOS

i.40

月ameolVingtoitslolVboilingpoint.Ethyl;lldbhoI

seemed hottobefittedforpracticalIts.9aS_it

cmittcdodor,h.lSedonthedecomposedpro(luct.i.

DeteLrmi natl'onofvaporiZ:edlindane

Vaporizcd lindane lVaS､･Calculatcd through

determiningtheresiduallindanehytheVolh;い

rd'S.method､whentheprocessoftheextraction

ofcrudelindarlCLrorr!theabsorbentcottonwith

etherandthenofth占dccoLmpositidnI,ilhalkali

into hydrochloric_acid and trichlorohcnzcnc
IVereOVer.

AftcrthecombustionofaCertainperio(IoEメ
time,thealJsorbentCottonjnthehottlc was

extracted forthreel10urSWith ether hy t】le

Soxhlet'Sextractor.Aftertheetherwasrcmovcd

there-siduallVaSrCauxed for30minutesin;I

flask-1Vith51cc.ofmethanoland5cc.ofユN_

methanolicpotassium hydroxide.The占thcLhsk

wascooledandthecontentlVaSacidified lVith

3cc.of2N-nitricacidin75cc.oflVatCr.Fil･e

cc.ofnitrobenzencandanexcessofO.lNISilvcr

nitratealonglVith2cc.ofsaturatedferricalum

solution-wereaddeld tothe二Aask.Th9C女cess

silycrlLnitrqte was--叫cn t享!r.TtCd ,V享叫 0.汁
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potassium thiocy.lmte.Throughthec.llcllhtion,
theamountoE both rcsi(hlal.Tlnd vaporjzcd

lindanell･eredctcrmir)cd.(1!)

BtlrntamOllntOfthe耶.SOll'rle'■

UsingtheCapIト .1WithoutthemPOriZ.1tion

promotingrnctals(nichromclViT･cringorcylin-

-dricalironnetdescribedabove),･10grams0f

thcg.lSOlinemixedlWith15% ofn-hexane,lVere

hurnt;In°theresiduallVaSWeighedatintervals

qf30mirlutes.Table1presentsolleexampleof

m.lnyexperimentsontherelationofcombustion

timetothereducedlVeightoftheal)ove-mentioned

gasoline.TheWeightofreduced gaSOlincin

thefirst30m'nLitesafterignitionwassomewhat

notuniform hecausttoftheirregularcombustion

atthelighting.

VaporiZTedli五daneinthegaso17'ne I
soltltion

FollolVing experimentsWerecarrlcdoutto

determinetherateofvaporiz:ltionoflindane 一一

inthergasolinesolution.Intoeach bottle 10

gramsofgasolinesolution.containingO･2,0･4

and0.8% llndanewerechrged.Usingvarious

coml)inationsofcaps.In°I,apOrizationpromoting-

metals these solutions wereburntand the -

_residual lindane was determined after the

I 'combustionofac.ertainperiodoftime･Tat)leョ

presentstheresultsoftheseexperiments,which

evjdently･sh()WSeveraltrends.

(1) W･'ihrespecttotheCap,13-7?､vasthe I

.besti()r､thev.lPOriZationoflindaneand li-a

ranlくednextinorder.

(2) lYithJeSPeCttOtheYap(,rizationpromo-
tingmetal,thenichromelVireringWITSthebest

andthecaseofnonefolloIYedit,onthec-ontrary,
theironneeeveninterfcrredthevaporization.

(3) Accordingly,the'comT?ination_oflト7'

LTtndthenichromewireringwasmostsatisfilCtOry,
･andinJthiscasecombustior10fユOgramsofthe

s(-)lutiontook3.5hours.

(4)-Astheconcentrati(m of ユin(hneWas

risen,therateofvaporizedユin(hnc7)ccこImCIoIV･.

ToascerhinthehstoftheaT)ol･C-mentioned

trcn(lsattllChigherconCL･nfr-.ltionof】indrlnC,
TIVCkindsofconccntmti(JnmngC(Ifrom 0.2to

J･2%lVCrCusedforeombllStionsan(Ithequantities

oLtheresidualユin(hncw叩 deterrninedI,ythe

Pro｡edlJrC dcscrihed ahovc(T.17)1C3). From

-thcscrcsllltsithce.lmCaJ)Parentth.lttheahol'c

trendlmSCorrect.ltthehigherconccntratiQon

ofユind;一nC,lYhcrctheahsolutcamountofthc･

vapoTjzcdtin(hncincre.lSCdlittlehylittle.

- Whcnthistypeofl･叩Orizerisempoloycdfor

practic;tluse,fresh lindancsolution is'ndded

.lftcfeachcombustiontothelindanerem;iincd

unvaporized inthebottle,and thereforeitis

fe.lredthatthec()nccntratidn ofthelindanein'

thebottleisrisen;lndthelihdaneisnceumulated.

Therefore,thispvtlPOrizerlVaSused repeatedly

.cllargir)gthefresh lindItnesolutionaftereach

combustion,andthentlleresidualユind.lneW.lS

determine(I.Jn●the.qecoml)ustions0.8,4i･llndanc

solutionWasehLlrgCd･lnd theotherconditions

lyerethesameTLStheforegoing cL,I)crjmcnts,
thtis,thec.lp ll-h ;tn(Ithenichr()mc lVire

ringwereused･ThctreSl山S.lrCShowninTablcも
from lYhich itisfoun(1that･7'y therepeated

-employmentorthey叩りrjzer the lindaneis

accumulatedinthebottle.Thismay7)cdueto

thegrarlualsoli(li6ctltionand thereduとtioヰof

thecattllytic.lCtion ofthe phtinum-asbestos

caused 7)y thesucccssiyecombustions.liythe

'follolVingtrcatmcntthesedefectswereremhved

atid good resultWasObtained.･In repeated

employmcntsthephtinum-asbestosinthecap.

waspickedupalittlell･lthpincettebeforeevery

ignitionto improvethecombustion･ In､fhis

casctheresidu;lllin°.lnelVaS74.68mg.even

after8timesofcomhustions,㌔and,picked up

sumciently,58.24mg.after16timesofcombu-

stions. -＼
ITheinvestigationlVaSm:tdcastowhL･theror｡

nottheincreaseofthephtinum contttntJ'nthe

phtinl叩-.･lSl)cst()sm.1(lcthelightingca･qy,ort()

Wh.ltL･.YtCntit.lErectedthel･.ll)Oriz.ltionorlJ'nd.lnC.

'Jnthcsc･C.Ypcrimcntsthee.ll)l1-IJ1):lCkcd With

thc pl;一tinum-TLShcstos IVhich eonhincd the

platinヮm (3146%)い､-otimes･lSmuch ･lStllat

used7,,efore(1･73,Oof)an(lthL･nicr()mcIVirering
wefeused.TheresultslVereShoIVninTahlc5.

Itheeomesclearthattheincre;tseoftheplailnum

contentmakesthelightingeasyand thecom-

7)llStion'active.

Conclusion

^sst･ltCdinthehcgining:oLthispalJCr,the
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Jccogrlizedmaximum amoyntin U･S･A･ofI∫
,, vaporizedlindane(2)tobe_usedintheroom for

lnscctcontrolis1gramper15,000-20,00Jcubic

fcctper24hours.Themaximum amounttobe

alloWcd inthe′Japaneserooms,areshLo､vnin

Tahlc6.･

Intheaboveexperiments,.thatis,incasesof -

O.2,0.4and0.8% 1indanesolutions14.5mg.,I

8.九ig.and 凪 2mg.oflindaneresp9Ctively ㌔

､vcTCV･lpOrizedド.erhoururlderproperconditio'ns･

Thcrc･forethedesiredamountofiindanecanbe

vap(汀jzed cohtinubuSly･fora long time' if-I
thc甲PaCity ofI)ottle,theconditionof the -

phtinurn-asbestos'andtheconcentrationoLlin-

(はneilrC'controlled.InthislVay,itheco丘IeS､

possihlctocontrolinsects.intheroom lVithout

18啓一IV

//
canbeusedalsoingreenI10uSe/forfumigatioli

ofplant_pests

ln practicalllSe,itwasfoundconvenientto ′し

gmploythebottlesi-vithcapacitiesoftwotimes

as-largeasthoseemployedabove.With'such

bottle/necessaryandsu爪cientamountoflindane

canbevaporizedduringabout8t()10hours.
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l
P̀yretllrihs'-Ⅰ及び-ⅠⅠを分別クT)マ t.グラフ法で純梓に分起し,このものを棲準とL I

__てポーラT,グラフ法によって全 pyrethrinsLの正由な走塁を行ふ事に成功した｡本丘丑

法は総額の Seil'S法や水銀遼元法に較べてその正確度がはるかに移っている｡これら純粋 1.

な p̀yrethrins'のイエーチエに対する落下効果は意外にも1よりも1Ⅰの方が大<あったO

Y_f々 はり ユてから'次に述べる様な餌点に立って'

pyrL･tl'm'ids全鹿の定忍法の確立を意図し,研究を進

めていろ｡即ち物射 ヒ学的手段を恥 ､て,軍虫坤 示

す分-T･をは抜淀iiiする.=とによって,分析'Dt正確度を､

MLは11三の悦易弘也化を計ることであるO-この様な立

切でfiった研妃成火の一つとして,先にがてラpゲラ

ソ淡による al-1ethrih(1,及q allethrolone(E,の定放

出を附 子した,′今剛ま天然 pyre;hrjnsのが-_ラp〆,

･) 7地及び分光光圧討法による研Etjz!'Li:法並びに従来の

Scil'S法及び水銀超克法による定鼓の印検討の結果

を報i_[.･･する｡ ′

i

妃1I･:除虫茄の化学が長足?進歩を遂げ,除虫封の#'

効成分は,pyrcthLrfn I.及び Ⅰ鍍びに cineiinI
及び.I の四物短であることが発見され,次で夫々あ

1ヽ

化学1.-位 も決ljE!芋れた¢'o現在これらの13-効成分の定

iLLlu;･としでi諸夕個 では Seil'S法(17 或は水銀還元

ui!

/

法 5̀'等が, 文吉が国では吾々の研究室の以射 手なる

seil'S艶の変法(｡が広く脚 jされているJこれらの

琴方法は除虫菊のLJf効成分が pyrethrinl及び Iの

=つであるとされたqI.約 1及び約2-JJG牧を班雅とし

て考がされたものであって,殺出力をもつエステル腿

即ち種pyrethrins或は cinerlnsを位mLてEtjELi･

法の可否の検討がなされていない,斯様叫 L等の方法

は当然行わなくてはな､らない取木的な検討を省いてい

るばかりか,,他方実際の拙作上に多多くの矛伽 -:bる

ことが榊繍とられ,操作?改良,通 にはLa出払の円放

封が強く繋留されている実状である,.(
現行法が脚様な状態にあるので,米国*ではこれら

*United.StatesDcp;lrtm.entOfAgricultural,
productionand Marketing Administration

lの D?vidKelscy氏去ゝ､らの私信 (lU53.8.ll)に

よる｡
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